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＜試験項目 1 疲労ストレス測定‐ゼロ磁場製品＞ 

供試試料 ゼロ磁場全身化粧水、全身化粧水（コントロール） 

     ゼロ磁場マッサージローション、マッサージローション（コントロール） 

     ゼロ磁場ルームミスト、ルームミスト（コントロール） 

測定条件 ①測定日時 令和 4 年 1 月 10 日～1月 27 日 

     ②温湿度  20.1～20.5℃ 57～61％ 

     ③測定機器 株式会社村田製作所製 疲労ストレス計 MF-100 

     ④被検者  72 歳男性 

測定方法 測定の仕方（装置の握り方や測定時の姿勢等）はメーカーの取扱説明書

に従って行った。測定前 5 分間の安静後、椅子に座り目を閉じた状態で疲労ストレ

ス度を測定した。疲労ストレス度を測定した。測定時間は 2分間であった。 

全身化粧水では顔、肩、胸に全体で 3g 塗布した後 1 時間後に、疲労ストレス度を測

定した。その後、1 時間安静にした後ゼロ磁場全身化粧水を同様に塗布した後 1 時間

後に、疲労ストレス度を測定した。 

   マッサージローションも全身化粧水の場合と同様の手順で疲労ストレス度を測定し

た。 

   ルームミストは 6 畳の部屋に 5g 噴霧させた後 1 時間後に、疲労ストレス度を測定し

た。 

   なお、図説後の「 」内は疲労ストレス結果の見方（図 16）の評価を示している。 

 

結 果 

 ＊全身化粧水 

図 1は塗布前、図 2 は全身化粧水塗布、図 3はゼロ磁場全身化粧水塗布 1時間後の 

疲労ストレス結果を示す。 

表 1に疲労ストレス測定数値を示す。表のバランス、偏差値および総拍数は本報告書 

最終ページの＜疲労ストレス測定値の見方＞で説明しています。 

ストレス度（自律神経の交感神経と副交感神経）は人により異なり、また時間帯や環 

境にも大きく左右されます。本実験では、ストレスが安定した状態では効果が判断で 

きないため、「健全」な状態から外れた状態を確認してから疲労ストレス度を測定した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

                          図 1 レアアース六角プレート 

セラミックスセット前 

  

 

 

 

 

図 1．塗布前 「疲労困憊」      図 2．全身化粧水塗布 1 時間後 「疲労困憊」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

   図 3．ゼロ磁場全身化粧水塗布 1時間後  「健全」 

   

表 1 全身化粧水塗布およびゼロ磁場全身化粧水塗布の疲労ストレス測定値 

 塗布前 全身化粧水 ゼロ磁場全身化粧水 

バランス＊ 2.90 2.63 1.20 

偏差値＊＊ 32 41 47 

総拍数＊＊＊ 141 124 121 



 図 4 と図 5にゼロ磁場全身化粧水塗布前後の疲労ストレス結果を示す（30 分後）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪≪≪≪≪ 

 

図 4．塗布 「眠い・だるい」      図 5．ゼロ磁場全身化粧水塗布 「健全」 

 

表 2 ゼロ磁場全身化粧水塗布の疲労ストレス測定値 

 塗布前 ゼロ磁場全身化粧水 

バランス＊ 1.41 1.36 

偏差値＊＊ 36 52 

総拍数＊＊＊ 131 127 

尚、本測定結果は供試試料および測定環境下での値であり、全ロットについての結果を報告するものでは

ありません。 

 

≪全身化粧水のまとめ≫  

 全身化粧水を塗布すると塗布前の「疲労困憊」状態と比較してストレス度は回復状態に 

向かう傾向は見られるが、ゼロ磁場全身化粧水を塗布すると「健全」状態まで回復した。 

また、ゼロ磁場全身化粧水では塗布 30 分後に「眠い・だるい」状態から「健全」状態ま 

で回復した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊マッサージローション 

図 6は塗布前、図 7 はマッサージローション塗布、図 8はゼロ磁場マッサージ 

ローション塗布 1 時間後の疲労ストレス結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6．塗布前 「やる気」       図 7．マッサージローション塗布 「やる気」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8．ゼロ磁場マッサージローション塗布 「健全」 

 

 



表 3 マッサージローション塗布およびゼロ磁場＊マッサージローションの 

疲労ストレス測定値 

 塗布前 マッサージ 

ローション 

ゼロ磁場マッサージ

ローション 

バランス＊ 9.06 4.55 0.57 

偏差値＊＊ 45 56 58 

総拍数＊＊＊ 157 137 132 

 尚、本測定結果は供試試料および測定環境下での値であり、全ロットについての結果を報告するものでは

ありません。 

 

≪マッサージローションのまとめ≫ 

 交感神経優位の緊張状態（図 6塗布前、図 7マッサージローション塗布）であっても 

ゼロ磁場マッサージローションを塗布すると「健全」な状態まで回復した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊ルームミスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 9．散布前 「眠い・だるい」     図 10．ルームミスト散布 「疲労困憊」          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 11．ゼロ磁場ルームミスト散布 「疲労困憊」 

 

 

 

 



表 4 ルームミスト散布およびゼロ磁場ルームミストの疲労ストレス測定値 

 噴霧前 ルームミスト ゼロ磁場ルームミスト 

バランス＊ 1.60 2.83 4.75 

偏差値＊＊ 32 24 41 

総拍数＊＊＊ 199 191 147 

 尚、本測定結果は供試試料および測定環境下での値であり、全ロットについての結果を報告するものでは

ありません。 

 

≪ルームミストのまとめ≫ 

ルームミスト散布の場合には 6畳の部屋に散布するため、全体としてゼロ磁場ルームミ 

ストにおいても濃度が低くなり、回復は遅くなったと思われる。 

 

 

 

≪≪ゼロ磁場試料のまとめ≫≫ 

 ゼロ磁場全身化粧水、ゼロ磁場マッサージローションおよびゼロ磁場ルームミストに共 

通した効果は「総拍数」がコントロールと比較して低下していた。また、「眠い・だる 

い」、「疲労困憊」および交換神経優位（緊張）の「やる気」から「健全」な状態へ移行 

していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜試験項目 2 疲労ストレス測定‐ぐっすりマット、ZERO Fit シール＞ 

供試試料 ぐっすりマット 

     ZERO Fit シール 

測定条件 ①測定日時 令和 4 年 1 月 23 日～1月 27 日 

     ②温湿度  20.1～20.5℃ 56～60％ 

     ③測定機器 株式会社村田製作所製 疲労ストレス計 MF-100 

     ④被検者  72 歳男性 

測定方法 測定の仕方（装置の握り方や測定時の姿勢等）はメーカーの取説に従って行っ

た。 

ぐっすりマットの場合は枕の下にぐっすりマットを置き 1 時間横になった後、疲労

ストレス度を測定した。 

ZERO Fit シールの場合は左右の首と肩にそれぞれ 2 個、合計 4 個 1 時間添付した。

添付前後の疲労ストレス度を測定した。測定時間は 2分間であった。 

 

＊ぐっすりマット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 図 12．ぐっすりマット未使用 「疲労困憊」 図 13．ぐっすりマット使用 「健全」 

 

表 5 ぐっすりマットセットによる疲労ストレス測定値 

 未使用 ぐっすりマット 

バランス＊ 2.07 1.18 

偏差値＊＊ 31 45 

総拍数＊＊＊ 139 129 

尚、本測定結果は供試試料および測定環境下での値であり、全ロットについての結果を報告するものでは

ありません。 



＊ZERO Fit シール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 14．ZERO Fit シール未添付 「疲労困憊」  図 15．ZERO Fit シール添付 「健全」 

 

表 6  ZERO Fit シール添付による疲労ストレス測定値 

 未添付 ZERO Fit シール 

バランス＊ 3.19 0.66 

偏差値＊＊ 15 42 

総拍数＊＊＊ 135 126 

尚、本測定結果は供試試料および測定環境下での値であり、全ロットについての結果を報告するものでは

ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜疲労ストレス測定結果の見方＞（メーカー説明書からの引用） 

バランス＊；副交感神経と交感神経のバランスで、2.0 より小さいと副交感神経優位 

（リラックス）で、2.0 より大きいと交感神経優位（緊張）にある。 

偏差値＊＊；自律神経機能（働き度合い）を示す。歳を取ると自律神経の働きは低下する。

そのため年齢相応を偏差値 50 として 42 を正常範囲としている。 

総拍数＊＊＊；測定時間内の心拍数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 16．疲労ストレス測定結果の見方 


